
）
池
副
（
池
山
狭
二
第大

阪
狭
山
市
で
最
も
新
し
い
た
め
池
　

ふ

く
い
け

ぶらり狭山の
ため池散歩③

中
山
　
潔
（
大
阪
府
立
狭
山
池
博
物
館 

学
芸
員
）

まち
﹇
特
集
﹈

現
在
の
副
池

　

現
在
の
副
池
は
、
昭
和
三
年
八
月

三
一
日
に
着
工
さ
れ
、
五
か
月
の
工
期

で
翌
年
一
月
三
一
日
に
竣
工
し
た
。
樋
管

用
の
金
物
を
酉
島
製
作
所
、
そ
の
他

の
工
事
は
大
阪
市
東
成
区
放
出
町
の

平
田
仁
三
郎
が
請
け
負
っ
た
。
第
二
、

第
三
狭
山
池
の
計
画
は
、
狭
山
池
に

流
入
す
る
水
量
が
貯
水
量
以
上
に
豊

富
で
あ
る
た
め
、
こ
の
池
に
五
万
立

方
坪
貯
え
て
狭
山
池
の
貯
水
量
全
体

を
増
す
た
め
で
あ
っ
た
。
中
樋
を
大
き

な
取
水
塔
に
作
り
替
え
て
放
水
量
が

増
え
た
の
で
、
狭
山
池
か
ら
は
か
つ
て

の
西
樋
﹇
内
法
二
尺
二
寸（
六
六
・
二

二
㎝
）
四
方
﹈
ほ
ど
の
送
水
の
必
要

が
な
く
、
第
二
狭
山
池
に
送
水
す
る

の
が
主
目
的
と
な
っ
た
た
め
、
直
径
一

尺
二
寸
五
分
（
三
七
・
六
二
五
㎝
）

の
鋼
管
の
み
が
満
水
位
の
一
六
尺（
四
・

八
一
六
ｍ
）
下
に
設
置
さ
れ
た
。
副
池

は
総
面
積
は
五
町
七
反
余（
五
・
六
五

ha
）、
そ
の
内
、
三
都
村
が
二
町
九
反

（
二
・
八
七
ha
）
余
、
狭
山
村
二
町

七
反 （
二
・
六
七
ha
）
余
で
新
た
に

用
地
が
買
収
さ
れ
た
。
さ
ら
に
下
流

部
に
第
三
狭
山
池
の
計
画
も
あ
っ
た

た
め
、
樋
門
は
一
か
所
と
し
、
狭
山
池

西
樋
か
ら
の
流
入
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る

の
で
、
特
別
な
除
は
設
け
ず
、
樋
管

最
下
部
に
泥
吐
口
を
設
け
た
の
み
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
五
年
五
月
に

副
池
が
生
ま
れ
た
い
き
さ
つ

　

池
之
原
一
丁
目
に
あ
る
第
二
狭
山

池
（
副
池
）
は
、
大
阪
狭
山
市
で
最

も
新
し
く
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
の

狭
山
池
の
改
修
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
農

業
用
の
た
め
池
で
あ
る
。
大
正
一
四
年

（
一
九
二
五
）
八
月
に
農
林
省
の
用
排

水
改
良
事
業
（
補
助
金
率
½
）
と
し

て
認
可
さ
れ
た
狭
山
池
用
水
改
良

事
業
で
築
か
れ
た
。
当
初
の
計
画
で

は
、
狭
山
池
の
水
深
を
４
尺
一
寸
五

分
（
一
尺
は
三
〇
・
三
㎝
、
一
二
五
・

七
五
㎝
）
高
く
し
て
、
貯
水
量
七

八
〇
〇
〇
余
立
方
坪
（
一
立
方
坪

は
五
・
九
八
㎥
、四
六
六
〇
〇
〇
㎥
）

を
増
し
、
池
底
に
土
砂
が
堆
積
す

る
原
因
で
あ
る
天
野
川
・
今
熊
川

を
狭
山
池
か
ら
独
立
さ
せ
、
大
雨

の
時
に
西
除
に
か
か
る
負
担
を
軽
く

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、昭
和
二
年
（
一
九
二
六
）

に
狭
山
池
の
堤
の
嵩
上
げ
工
事
を
や

め
て
、下
流
の
太
満
池
に
水
深
五
尺（
一

五
〇
・
五
㎝
）
の
嵩
上
げ
と
第
二
・

第
三
狭
山
池
を
新
設
し
て
貯
水
量
一

四
万
五
千
立
方
坪
（
八
六
七
〇
〇
〇

㎥
）
を
増
し
、
灌
漑
範
囲
を
九
七
六

町
歩
（
一
町
歩
は
九
九
一
七
㎡
、
約
一

ha
）
増
し
て
、
二
五
〇
五
町
歩
と
す

る
計
画
変
更
を
申
請
し
、
認
可
さ
れ

た
。
さ
ら
に
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）

一
二
月
に
は
第
三
狭
山
池
の
新
設
は

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
、
不
適
切
と

し
て
中
止
さ
れ
、
狭
山
池
の
嵩
上
げ

工
事
に
戻
さ
れ
て
い
る
。「
大
学
は
出

た
け
れ
ど
」
と
い
う
流
行
語
に
代
表

さ
れ
る
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
の

昭
和
恐
慌
も
影
を
落
と
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

副
池
の
場
所
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　

第
二
狭
山
池
（
副
池
）
の
場
所
は
、

狭
山
池
の
西
樋
と
西
除
川
を
結
ぶ
水

路
沿
い
に
あ
り
、
明
治
の
地
形
図
を
み

る
と
か
な
り
深
い
渓
谷
を
な
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
（
図
一
参
照
）。
池
尻

自
由
丘
三
丁
目
か
ら
副
池
の
谷
を
隔

て
て
西
に
池
之
原
一
丁
目
、
さ
ら
に
西

除
川
の
谷
を
へ
だ
て
て
西
に
池
之
原
四

丁
目
と
ほ
ぼ
同
じ
標
高
八
〇
m
く
ら
い

で
つ
な
が
り
、
自
然
地
形
で
南
か
ら
の

水
の
流
入
も
な
い
状
態
で
現
在
の
よ
う

な
深
い
谷
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
は
極
め

て
不
自
然
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
谷
地

形
は
狭
山
池
が
築
造
さ
れ
て
、
そ
の

余
水
吐
（
除
）
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
、

度
重
な
る
洪
水
が
つ
く
り
上
げ
た
谷

で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。

　

お
そ
ら
く
、
奈
良
時
代
に
狭
山
池
の

堤
防
が
大
規
模
に
嵩
上
げ
（
天
平
宝
字

の
改
修
、
七
六
二
年
）
さ
れ
て
作
ら
れ

た
西
除
が
副
池
の
谷
を
削
り
出
し
、

八
五
〇
年
後
の
慶
長
の
改
修
（
一
六

〇
八
年
）
で
は
こ
の
谷
に
除
の
設
置

は
不
可
能
と
判
断
し
た
片
桐
且
元
が

西
樋
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
新
た

な
西
除
（
現
在
の
西
除
の
起
源
）
を

は
副
池
樋
尻
に
量
水
堰
が
設
置
さ
れ
、

流
量
を
測
定
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
で
設
置
さ
れ
た
副

池
の
水
は
、
現
在
も
西
除
に
隣
接
す
る

取
水
施
設
か
ら
狭
山
池
の
水
が
送
ら
れ

て
い
る
が
、
下
流
の
西
除
川
へ
の
放
流

は
狭
山
池
の
取
水
塔
か
ら
流
さ
れ
た
も

の
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

　

か
つ
て
は
、
狭
山
池
の
水
は
大
阪
狭

山
市
の
上
水
道
水
源
の
一
部
（
一
五
％
）

と
し
て
副
池
か
ら
取
水
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
農
業
用
水
貯
水
池
と
し
て
の

役
割
は
低
下
し
、
狭
山
池
の
ダ
ム
化
に

と
も
な
っ
て
、
狭
山
の
副
池
自
然
づ
く

り
の
会
な
ど
の
市
民
団
体
も
協
力
し
て

「
た
め
池
オ
ア
シ
ス
公
園
」
と
し
て
整

備
さ
れ
た
。
現
在
は
、
ビ
オ
ト
ー
プ
の

整
備
や
工
作
教
室
、
自
然
観
察
会
な

ど
市
民
が
自
然
に
親
し
む
空
間
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
。
大
阪
狭
山
市
で
最

も
新
し
い
た
め
池
、
第
二
狭
山
池
「
副

池
」
は
市
民
の
憩
い
の
場
、
自
然
に
触

れ
る
場
、
自
然
を
学
ぶ
場
と
し
て
新
た

な
使
命
を
担
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

さ
ら
に
西
側
に
掘
削
し
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
戦
国
時
代
、
永
禄
初
年
頃

（
元
年
は
一
五
五
八
）
に
安
見
美
作
守

（
宗
房
）
が
改
修
し
よ
う
と
し
て
失
敗

し
た
と
記
録
さ
れ
る
樋
は
副
池
の
谷

を
利
用
し
て
設
置
し
よ
う
と
し
た
よ
う

だ
。
片
桐
の
西
樋
設
置
、
西
除
の
新

設
は
、
こ
の
安
見
の
改
修
計
画
を
引

き
継
い
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
安
政
七
年

（
一
八
六
〇
）、
副
池
の
谷
の
部
分
か
ら

岩
室
村
領
分
で
一
五
間
、
池
尻
村
領

分
で
一
九
間
の
「
古
樋
」
が
発
見
さ
れ

て
遠
近
か
ら
見
物
に
人
が
集
ま
っ
た
と

『
岩
室
村
年
代
記
』（
中
林
家
本
）
に

記
録
さ
れ
て
い
る
。

あ
ま
の

う
ち
の
り

さ
ん
と

い
ま
く
ま

か
さ
あ

に
し
ひ

や
す  

み  

み
ま
さ
か
の
か
み

に
し
ひ

か
ん
が
い

た
い
ま
い
け

に
し
よ
げ

よ
す
い
ば
け　

よ
げ

て
ん
ぴ
ょ
う
ほ
う
じ

け
い
ち
ょ
う

か
た
ぎ
り
か
つ
も
と

あ
ん
せ
い

む
ね
ふ
さ

い
わ
む
ろ

こ

ひ

い
わ
む
ろ
む
ら
ね
ん
だ
い
き

な
か
ば
や
し
け
ぼ
ん

と
り
し
ま
せ
い
さ
く
じ
ょ

ひ 

か
ん

よ
げ

ど
ろ
は
き

り
ょ
う
す
い
ぜ
き

は
な
て
ん

第二狭山池樋管『狭山池改修誌』
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